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今年の海水浴場の開設は中止となりましたが、７月３日本須賀海岸において海の安全祈願が行われました。



令和２年第２回定例会の様子

市
民
の
皆
さ
ま
へ

　

は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
全
国
で
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
感
染

さ
れ
た
方
の
一
日
も
早
い
回
復
を
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
に
わ
た
り
、
日
々
ご

尽
力
さ
れ
て
い
る
保
健
・
医
療
関
係

者
の
方
々
や
、
感
染
症
の
拡
大
防
止

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
市
民

の
皆
さ
ま
、
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ま

に
、
深
く
敬
意
を
表
し
、
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
全
国

的
に
急
速
な
勢
い
で
拡
大
し
、
全
都

道
府
県
に「
緊
急
事
態
宣
言
」が
出
さ

れ
る
に
至
り
ま
し
た
。「
緊
急
事
態
宣

言
」が
解
除
さ
れ
た
今
も
、
感
染
リ
ス

ク
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
感
染
予
防
に

努
め
、
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
、

特
別
定
額
給
付
金
の
早
期
給
付
や
中

小
企
業
へ
の
支
援
、
新
た
な
支
援
策

の
構
築
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
関
連
部
署
に
、
多
く
の
応

援
職
員
を
配
置
し
、
限
ら
れ
た
職
員

の
中
で
非
常
に
厳
し
い
業
務
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
議

会
と
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
事

業
者
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
に
届
け
る

こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
が
遅
れ
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
は
本
意
で
は

な
い
と
考
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
関
連
施
策
を
、
的
確
か
つ
迅

速
に
処
理
す
る
こ
と
を
、
最
優
先
と

し
、
執
行
部
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
６
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質

問
を
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
・
県
・
市
で
は
、
様
々

な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
市
内
事
業

者
の
皆
さ
ま
の
不
安
を
払
拭
す
る
た

め
の
、
更
な
る
施
策
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
そ
の
支
援
策
の
財
源
と
す

る
た
め
、
議
員
報
酬
を
、
令
和
２
年

７
月
か
ら
９
月
の
間
、
10
％
減
額
す

る
条
例
を
新
た
に
制
定
す
る
発
議
案

を
上
程
し
、
全
会
一
致
で
可
決
い
た

し
ま
し
た
。

　

本
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期

終
息
と
、
市
民
生
活
及
び
地
域
経
済

の
立
て
直
し
に
向
け
て
、
関
係
者
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き 

ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
武
市
議
会
議
長　

大
川　

義
男

　

常
任
委
員
会
委
員
等
の
選
任
及
び
変
更
等

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
等

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

髙
知
尾
正
義

各
常
任
委
員
会
等
の
委
員
選
任
、

変
更
に
つ
い
て

　
　
　

副
委
員
長　
　

宍
倉　

弘
康

　
　
　

委　
　

員　
　

北
田　
　

守

○
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

副
委
員
長　
　

能
勢　

秋
吉

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

○
山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宍
倉　

弘
康

特
別
委
員
会
の
設
置

○
防
災
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

小
川　

善
郎

　
　
　

副
委
員
長　
　

長
谷
部
竜
作

　
　
　

委　
　

員　
　

能
勢　

秋
吉

　
　
　

委　
　

員　
　

並
木　

幹
男

　
　
　

委　
　

員　
　

石
川　

和
久

　
　
　

委　
　

員　
　

北
田　
　

守

　
　
　

委　
　

員　
　

戸
村　

勝
敏

　
　
　

委　
　

員　
　

齋
藤　

昌
秀

○
政
務
活
動
費
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

八
角　

公
二

　
　
　

副
委
員
長　
　

加
藤　

忠
勝

　
　
　

委　
　

員　
　

萩
原　

善
和

　
　
　

委　
　

員　
　

市
川　

陽
子

　
　
　

委　
　

員　
　

宍
倉　

弘
康

　
　
　

委　
　

員　
　

石
川　

和
久

　
　
　

委　
　

員　
　

北
田　
　

守
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　令和２年第２回定例会が、６月２日から16日まで、15日間の会
期で開かれました。
　市長から諮問１件、議案16件、報告５件の提出があり、それぞ
れ原案のとおり同意・承認・可決されました。
　また、今回提出された請願２件は採択され、議員から提出され
た発議案３件は、原案のとおり可決されました。

会 

派 

等

さ
ん
む
21

公

明

党

日
本
共
産
党

さ

ん

む

れ

い

わ

ひ
ま
わ
り

市

政

会

議 

員 

名

宍
倉
弘
康

小
川
善
郎

大
塚
重
忠

加
藤
忠
勝

大
川
義
男

北
田　

守

櫻
田
基
介

戸
村
勝
敏

髙
知
尾
正
義

萩
原
善
和

能
勢
秋
吉

石
川
和
久

市
川
陽
子

長
谷
部
竜
作

深

沢

 

誠

並
木
幹
男

八
角
公
二

小
川
一
馬

玉
置
美
津
恵

齋
藤
昌
秀

＜議案等の審議結果一覧＞

諮　問
第 1号

適任と
認める

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦するため、議会の意見を求めるもの

小池　幾代　氏　（五木田）
適　　 任　　 と　　 認　　 め　　 る

議　案
第 1号

承認

専決処分の承認を求めることについて（山武市税条例等の一部を改正する条例の制
定について）
地方税法等の一部改正に基づき、所有者が明らかにならない資産について、使用者
を所有者とみなす規定や、現所有者に必要事項を申告させることができることなど
を規定するため、条例の一部を改正した専決処分の承認を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 2号

承認

専決処分の承認を求めることについて（山武市税条例の一部を改正する条例の制定
について）
新型コロナウイルス感染症緊急経済対策を踏まえた、地方税法等の一部改正に基づ
き、徴収猶予の特例に係る手続きなどを規定するため、条例の一部を改正した専決
処分の承認を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 3号

承認

専決処分の承認を求めることについて（山武市後期高齢者医療に関する条例の一部
を改正する条例の制定について）
千葉県後期高齢者医療広域連合が、新型コロナウイルス感染症対策として、傷病手
当金の制度を創設したことから、条例の一部を改正した専決処分の承認を求めるも
の

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 4号

承認

専決処分の承認を求めることについて（山武市国民健康保険条例の一部を改正する
条例の制定について）
新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、国民健康保険被保険者の被用者
等が、同感染症に感染した場合などに休みやすい環境を整えるための、傷病手当金
の制度を創設するため、条例の一部を改正した専決処分の承認を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 5号

承認

専決処分の承認を求めることについて（令和2年度山武市一般会計補正予算（第1
号））
新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に係る特別定額給付金給付事業、飲食店等
緊急支援給付事業等を早急に実施する必要があったため、 増額した予算について
行った専決処分の承認を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 6号

承認

専決処分の承認を求めることについて（令和2年度山武市一般会計補正予算（第2号））
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等を活用した、ひとり親世帯応
援給付金事業や、中小企業緊急応援支援金給付事業を早急に実施する必要があった
ため、増額した予算について行った専決処分の承認を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 7号

承認

専決処分の承認を求めることについて（令和2年度山武市国民健康保険特別会計補
正予算（第1号））
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に係る傷病手当金支給事業を早急に実施す
る必要があったため、増額した予算について行った専決処分の承認を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 8号

可決

山武市長等の給料の特例に関する条例の制定について
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、緊急事態宣言が出されて以降、外出自粛
や休業要請によって深刻な影響を受けている市民と市内事業者の状況を鑑み、本年7
月から9月までの間に支給する市長、副市長及び教育長の給料月額を、市長にあって
は20％、副市長及び教育長にあっては10％減額するため、条例を制定するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 9号

可決

山武市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
地方税法施行令の一部を改正する政令の公布に伴い、国民健康保険税の基礎課税額
や介護納付金課税額に係る課税限度額の引き上げ及び国民健康保険税の減額の対象
となる所得基準の引き上げを行うため、条例の一部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第10号

可決
山武市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
個人番号通知カードが廃止されることに伴い、当該通知カードの再交付に係る手数
料徴収の必要が無くなるため、条例の一部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第11号

可決

山武市重度心身障害者の医療費等助成に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
千葉県重度心身障害者（障害児）医療給付改善事業の見直しに伴い、重度心身障害
者医療費助成の対象範囲に、精神障害者保健福祉手帳1級を所持する者を追加する
ため、条例の一部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第12号

可決
山武市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
昨年10月の消費税率引上げに合わせた、低所得者の保険料軽減強化の完全実施に
伴い、条例の一部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月定例会6月定例会
新　

政　

会

○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席　　※大川義男（議長）は採決に加わりません。
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議　案
第13号

可決
令和２年度山武市一般会計補正予算（第３号）
既定の歳入歳出予算額に、288万７千円を追加し、歳入歳出予算総額を、286億
6,768万1千円にするもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第14号

可決
さんぶの森元気館大規模改修工事請負契約の締結について
さんぶの森元気館大規模改修工事請負契約について、地方自治法等の規定により、
議決を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第15号

可決
財産の取得について
老朽化した消防ポンプ自動車を更新するにあたり、地方自治法等の規定により、議
決を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第16号

可決
令和２年度山武市一般会計補正予算（第４号）
既定の歳入歳出予算額に、6,215万6千円を追加し、歳入歳出予算総額を、287億
2,983万7千円にするもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報　告
第 1号

報告 令和元年度山武市一般会計継続費繰越計算書について 報　 告　 の　 み　（　 採　 決　 な　 し　）

報　告
第 2号

報告 令和元年度山武市一般会計繰越明許費繰越計算書について 報　 告　 の　 み　（　 採　 決　 な　 し　）

報　告
第 3号

報告 令和元年度山武市一般会計事故繰越し繰越計算書について 報　 告　 の　 み　（　 採　 決　 な　 し　）

報　告
第 4号

報告 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 報　 告　 の　 み　（　 採　 決　 な　 し　）

報　告
第 5号

報告 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 報　 告　 の　 み　（　 採　 決　 な　 し　）

請　願
第 1号

採択 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書 ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願
第 2号

採択 「国における2021年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願書 ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案
第 1号

可決

山武市議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定について
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、緊急事態宣言が出され、外出自粛や休業
要請により、深刻な影響を受けている、市民と市内事業者の状況を鑑み、市民生活
や地域経済への支援などの財源として活用するため、本年７月から９月までの間に
支給する議員報酬を10％減額する条例を制定するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案
第 2号

可決
義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について
教育水準の維持向上と地方財政の安定をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅
持するよう、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案
第 3号

可決
国における令和３年度教育予算拡充に関する意見書について
日本の未来を担う子どもたちに、十分な教育を保障するため、必要な教育予算を確
保するよう、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案
第 1号

可決
政務活動費に関する調査特別委員会の設置について
令和元年度に会派市政会が支出した政務活動費の使途等の調査を行うため、特別委
員会を設置するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

＜議案等の審議結果一覧＞
会 

派 

等

さ
ん
む
21

公

明

党

日
本
共
産
党

さ

ん

む

れ

い

わ

ひ
ま
わ
り

市

政

会

議 

員 

名

宍
倉
弘
康

小
川
善
郎

大
塚
重
忠

加
藤
忠
勝

大
川
義
男

北
田　

守

櫻
田
基
介

戸
村
勝
敏

髙
知
尾
正
義

萩
原
善
和

能
勢
秋
吉

石
川
和
久

市
川
陽
子

長
谷
部
竜
作

深

沢

 

誠

並
木
幹
男

八
角
公
二

小
川
一
馬

玉
置
美
津
恵

齋
藤
昌
秀

＜議案等の審議結果一覧＞
会 

派 

等

さ
ん
む
21

公

明

党

日
本
共
産
党

さ

ん

む

れ

い

わ

ひ
ま
わ
り

市

政

会

議 

員 

名

宍
倉
弘
康

小
川
善
郎

大
塚
重
忠

加
藤
忠
勝

大
川
義
男

北
田　

守

櫻
田
基
介

戸
村
勝
敏

髙
知
尾
正
義

萩
原
善
和

能
勢
秋
吉

石
川
和
久

市
川
陽
子

長
谷
部
竜
作

深

沢

 

誠

並
木
幹
男

八
角
公
二

小
川
一
馬

玉
置
美
津
恵

齋
藤
昌
秀

○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席　　※大川義男(議長)、　玉置美津恵（当事者）、齋藤昌秀（当事者）は採決に加わりません。

新　

政　

会

○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席　　※大川義男（議長）は採決に加わりません。

　令和２年第１回臨時会が、６月29日に開かれました。
議員から提出された発議案１件は、原案のとおり可決
されました。

6 月臨時会6月臨時会
新　

政　

会
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各
常
任
委
員
会
審
査
報
告
　

市
議
会
に
は
、
総
務
・
文
教
厚
生
・
経
済
建
設
の
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
審
査
を
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
審
査
を
行
い
、

採
決
し
た
結
果
を
本
会
議
に
報
告
し
ま
す
。

総務常任委員長の審査報告

文教厚生常任委員長の審査報告

総務常任委員会の様子

特別定額給付金申請書等

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

様
々
な
対
策
に
使
用
で
き
る
も
の

だ
が
、
市
が
最
も
重
点
を
置
い
た

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

今
回
の
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
予
防
対
策
、
ま
た
、
市
内
の

各
種
事
業
者
へ
の
支
援
に
、
重
点

を
置
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
で
は
追
加
の
交
付
金

に
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
復
興
部
分
に
重
点
を
置

い
て
対
策
を
行
う
予
定
で
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
６
月
11
日
開
催
）

議
案
第
５
号
の
一
部
、
議
案
第
６

号
の
一
部
、
議
案
第
11
号
、
議
案

第
12
号
、
議
案
第
13
号
の
一
部
、

議
案
第
14
号 

（
原
案
可
決
）

請
願
第
１
号
、
請
願
第
２
号

 

（
採
択
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
に
つ
い
て

問 

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
と
し
て
、
児
童
手
当

受
給
者
へ
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

１
万
円
を
支
給
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
６
月
26
日
か
ら
の
支
給
開
始

送
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
約
９
割
の
世
帯
か
ら
、
申

請
書
を
受
理
し
て
い
ま
す
。

　

振
り
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
振

込
デ
ー
タ
を
銀
行
へ
渡
し
た
後
、

５
営
業
日
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
申
請
書
の
確
認
、
入
力
、
伝

票
処
理
等
を
速
や
か
に
行
い
、
申

請
書
受
理
後
、
２
週
間
以
内
に
振

り
込
め
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
近
隣
の
市
町
と
比

較
し
て
も
、
遅
延
し
て
い
る
状
況

で
は
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い

て問 

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

総
務
常
任
委
員
会

（
６
月
10
日
開
催
）

議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
、
議

案
第
３
号
、
議
案
第
４
号
、
議
案

第
５
号
の
一
部
、
議
案
第
６
号
の

一
部
、
議
案
第
７
号
、
議
案
第
９
号
、

議
案
第
10
号
、
議
案
第
13
号
の
一

部
、
議
案
第
15
号 

（
原
案
可
決
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約

所
有
者
不
明
の
固
定
資
産
へ
の
課

税
に
つ
い
て

問 

　

所
有
者
が
不
明
な
固
定

資
産
に
係
る
税
金
を
使
用
者
に
賦

課
で
き
る
よ
う
条
例
の
改
正
を
行

う
と
の
こ
と
だ
が
、
市
内
に
所
有

者
が
不
明
な
固
定
資
産
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

固
定
資
産
の
所
有
者
が

死
亡
し
、
相
続
人
が
相
続
放
棄
を

し
た
場
合
や
、
企
業
が
倒
産
し
た

場
合
が
主
な
理
由
と
な
り
ま
す
が
、

市
内
で
は
そ
の
よ
う
な
事
例
が
、

３
５
５
件
あ
り
ま
す
。

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

問 

　

特
別
定
額
給
付
金
に
つ

い
て
、
全
国
的
に
世
帯
へ
支
給
さ

れ
る
ま
で
か
な
り
の
時
間
を
要
し

て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

市
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。答 

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
分
に

つ
い
て
は
、
５
月
１
日
か
ら
申
請

を
受
け
付
け
ま
し
た
が
、
申
請
内

容
の
不
備
や
、
重
複
申
請
、
世
帯

主
以
外
か
ら
の
申
請
等
、
エ
ラ
ー

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

う
調
査
や
、
正
し
い
情
報
の
入
力

等
に
時
間
を
要
し
、
給
付
ま
で
20

日
程
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

郵
送
申
請
分
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
申
請
書
、
封
筒
等
を
発
注

し
、
30
名
を
超
え
る
職
員
を
動
員

し
て
、
約
２
万
２
千
５
百
通
の
発
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各
常
任
委
員
会
審
査
報
告

文教厚生常任委員会の様子

経済建設常任委員長の審査報告

経済建設常任委員会の様子

た
、
市
内
中
小
企
業
者
の
う
ち
、

「
飲
食
店
営
業
」「
喫
茶
店
営
業
」

「
宿
泊
業
」「
観
光
苺
園
」を
主
た

る
業
務
と
し
て
営
む
事
業
者
へ
10

万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
、
申
請

受
付
は
５
月
29
日
で
終
了
し
て
い

ま
す
。

　

申
請
件
数
は
、
１
０
１
件
で
、

給
付
件
数
は
１
０
０
件
で
す
。
残

り
の
１
件
に
つ
い
て
は
、
書
類
不

備
の
た
め
保
留
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
か
ら
給
付
ま
で
の
期
間
は
、

概
ね
１
週
間
か
ら
10
日
で
す
。

中
小
企
業
緊
急
支
援
給
付
金
支
給

事
業問 

　

中
小
企
業
緊
急
支
援
給

付
金
支
給
事
業
は
、
売
り
上
げ
が

30
％
以
上
減
少
し
た
場
合
は
10
万

円
、
50
％
以
上
減
少
し
た
場
合
は

15
万
円
を
支
給
す
る
が
、
そ
の
う

ち
飲
食
店
等
緊
急
支
援
給
付
事
業

受
給
者
に
つ
い
て
は
、
５
万
円
の

支
給
と
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
個

別
の
制
度
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
満

額
を
支
給
す
る
こ
と
は
、
検
討
し

た
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

個
別
の
制
度
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
た
が
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
実
施
す
る

こ
と
、
ま
た
早

期
に
多
く
の
事

業
者
を
支
援
す

る
こ
と
を
優
先

と
し
、
現
在
の

制
度
と
し
ま
し

た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

 

（
６
月
12
日
開
催
）

議
案
第
５
号
の
一
部
、
議
案
第
６

号
の
一
部 

（
原
案
可
決
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約

飲
食
店
等
緊
急
支
援
給
付
事
業
に

つ
い
て

問 

　

飲
食
店
等
緊
急
支
援
給

付
事
業
に
つ
い
て
、
申
請
件
数
、

給
付
件
数
、
申
請
し
て
か
ら
給
付

さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答 

　

飲
食
店
等
緊
急
支
援
給

付
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
売
上
が
前
年

と
比
較
し
て
、
50
％
以
上
減
少
し

予
定
を
、
更
に
早
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
を
受
給
す
る
に
は
、

公
務
員
を
除
き
申
請
は
不
要
で
す

が
、
受
給
を
辞
退
す
る
場
合
の
届

け
出
期
間
に
つ
い
て
、
国
の
示
す

期
間
を
確
保
し
た
こ
と
か
ら
、
６

月
26
日
が
、
現
在
で
き
得
る
最
も

早
い
日
程
で
す
。

小
中
学
校
に
お
け
る
授
業
時
間
の

確
保
に
つ
い
て

問 

　

市
内
小
・
中
学
校
が
再

開
さ
れ
た
が
、
休
業
し
て
い
た
期

間
の
授
業
時
間
を
今
後
ど
の
よ
う

に
確
保
す
る
の
か
。

答 

　

本
市
に
お
い
て
は
、
夏

休
み
の
短
縮
や
、
県
民
の
日
を
登

校
日
と
し
て
、
４
月
、
５
月
に
休

業
し
た
授
業
時
間
を
確
保
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
は
、
小
学
校

６
年
生
、
中
学
校
３
年
生
に
つ
い

て
は
、
調
整
し
て
十
分
な
授
業
時

間
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
、
そ
れ

以
外
の
学
年
に
つ
い
て
は
、
学
年

内
に
指
導
が
終
え
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
も
、
再
び
休
業
な
ど
に
よ
り

指
導
を
終
え
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
、
内
容
を
、
今
後
、
２
年
間

か
ら
３
年
間
を
通
し
て
学
習
で
き

る
よ
う
に
、
計
画
を
見
直
し
て
も

構
わ
な
い
と
さ
れ
る
通
知
が
出
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
、
各
学
校
に

お
い
て
計
画
を

見
直
し
、
平
日

に
７
時
間
授
業

を
行
う
こ
と
で

調
整
す
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。

災害時における市議会の対応
～災害対策支援本部設置要綱および災害対応指針を制定しました～
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災害時における市議会の対応災害時における市議会の対応
～災害対策支援本部設置要綱および災害対応指針を制定しました～～災害対策支援本部設置要綱および災害対応指針を制定しました～

　昨年の9月、10月に襲来した台風15号、19号および大雨被害により、本市において、大規模な停電、断水
などのライフラインが停止し、市民の生活はもとより、農林水産業、商工業に甚大な被害をもたらしました。
　頻発する災害時において、本議会では対応するための定めがないことから、防災に関する特別委員会を令和
2年 3月13日に設置し、検討しているところです。
　この度、防災に関する特別委員会で、災害対策支援本部設置要綱および災害対応指針の原案を作成し、議会運
営委員会、全員協議会で検討の上、制定しました。

災害対策支援本部設置要綱の概要
・市の災害対策本部が設置された場合は、必要に応じて市議会災害対策
支援本部を設置すること
・災害対策本部からの災害情報の提供を受け、本部員に情報提供を行う
こと
・災害および地域の被害情報を本部で収集し整理したうえで、災害対策
本部に提供すること

災害対応指針の概要
・市の災害対策本部の円滑な活動に最大限協力すること
・議員は、地域における被災状況や被災者の要望等の情報収集に努め、
必要に応じ災害対策支援本部に情報を提供すること
・議員は、地域の一員として避難所支援など共助の取組みが円滑に行わ
れるよう、できる限り協力すること

設置場所：山武市役所内３階
＊議会災害対策支援本部体制
議長、副議長、議会運営委員会委員長、
会派代表者、議会事務局職員

市議会災害対策支援本部の設置

自主防災組織（地域住民）と
連携し、地域の実情を把握
し状況を報告する

災害対策支援本部員とし
て対応する（状況に応じて、
地域で連携をはかる）

各議員の安否確認
各議員からの居場所報告

地震・津波

●第３配備以上の配備基準のとき
●大規模地震対策特別措置法に基づ
く「警戒宣言」が発令されたとき

風水害等

●市の地域について災害が発生し又
は災害が発生するおそれがある場
合において防災の推進を図るため
必要があると認めるとき
●第３配備以上の配備基準のとき

市災害対策本部設置

市議会災害
対策支援本部準備
※設置について検討

被災情報を収集・整理

避
難
場
所
等
の
調
査

・
各
小
学
校
・
各
公
共
施
設
等

地
域
の
状
況
調
査

・
各
地
域
の
道
路
災
害
状
況

・
各
地
域
で
の
避
難
状
況
の

　

把
握
等

そ
の
他

・
議
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

・
国
・
県
等
へ
の
要
望

被害状況
の報告

市からの
依頼事項

議会が
集約した
情報提供

山武市議会としての災害発生時の対応について

今後は、この要綱および指針に基づき、さらに検討・協議を進めます。

山
武
市

議
員

山
武
市
議
会 災害発

生
災害発

生

防災に関する特別委員会の様子
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編
集
後
記

令
和
２
年 

第
３
回
定
例
会
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成
経
緯
等
の
事
実
確
認
お
よ
び
問

題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

調
査
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
本

会
議
お
よ
び
議
会
だ
よ
り
に
お
い

て
、
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

政
務
活
動
費
の
領
収
書
等
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す

　

市
議
会
で
は
、
議
員
が
市
政
に

関
す
る
調
査
研
究
等
に
資
す
る
た

め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
、
地

方
自
治
法
に
基
づ
き
市
条
例
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
務
活
動

費
と
し
て
会
派
に
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

政
務
活
動
費
の
さ
ら
な
る
透
明

性
の
確
保
、
ま
た
、
情
報
公
開
を

進
め
る
た
め
、
令
和
元
年
度
分
の
、

政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
、
支
出

伝
票（
領
収
書
添
付
）の
写
し
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し
た
。

政
務
活
動
費
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た

　

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
に
お

い
て
、
政
務
活
動
費
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
目
的
は
、
会
派
市
政
会
の

令
和
元
年
度
政
務
活
動
費
に
つ
い

て
、
会
派
内
で
の
収
支
報
告
書
作

　

第
96
回
全
国
市
議

会
議
長
会
定
期
総
会

に
お
い
て
、
市
議
会

議
員
と
し
て
15
年
以

上（
町
村
議
員
の
勤

続
年
数
は
２
分
の
１

と
し
て
計
算
）在
職

し
功
労
が
あ
っ
た
と

し
て
、
本
市
議
会
か

ら
、
能
勢
秋
吉
議
員
、

宍
倉
弘
康
議
員
が
、

10
年
以
上
在
職
し
功

労
が
あ
っ
た
と
し
て
、

小
川
一
馬
議
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
２
年
６
月
に

行
わ
れ
た
第
２
回
定
例
会
お
よ

び
、
第
１
回
臨
時
会
に
つ
い
て

編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

急
速
に
各
地
へ
拡
大
し
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の

給
付
事
業
等
を
最
優
先
と
す
る

た
め
、
一
般
質
問
に
つ
い
て
は

取
り
や
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
紙
面
を
大
幅
に
減
ら
し
て

発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、

よ
り
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
回
は

11
月
１
日（
日
）発

行
予
定
で
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　

長
谷
部
竜
作

副
委
員
長　

櫻
田　

基
介

委　
　

員　

北
田　
　

守

委　
　

員　

深
沢　
　

誠

委　
　

員　

玉
置
美
津
恵

委　
　

員　

齋
藤　

昌
秀

（
予
定
）

９
／
２
㈬　

開
会

９
／
８
㈫　

一
般
質
問

９
／
９
㈬　

一
般
質
問

９
／
10
㈭　

一
般
質
問

９
／
11
㈮　

 

議
案
質
疑
、
委
員
会
付

託
等

９
／
15
㈫　

総
務
常
任
委
員
会

９
／
16
㈬　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９
／
17
㈭　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
／
24
㈭　

閉
会

※ 

日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　議会の傍聴について
は、新型コロナウイル
スの感染拡大予防のた
め、座席数を減らし、
検温、マスク着用、手

指消毒にご協力いただいております。
　また、市のホームページから、本
会議の様子をご覧いただけます。
　スマートフォンや
タブレットでも視聴
が可能ですので、ぜひ
ご活用ください。

スマートフォン・スマートフォン・
タブレットタブレットからもからも

議会議会がが見られます！見られます！

宍倉 弘康 議員 能勢 秋吉 議員 小川 一馬 議員
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